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第３７回 日時：９月２１日（火） （１３時３０分～１５時） 
場所：角間キャンパス総合教育棟南棟２階 大会議室 
講師：木越 治 教授 （文学部 FD 委員長） 
題目：「文学部の FD について」 
 
GSIC講演会 2004参加報告 
 8月 30日（月）に東京工業大学大岡山キャンパスで開催された GSIC講演会 2004に参加した。GSIC
とは東京工業大学の学術国際情報センターの略である。今回の講演テーマは「MIT OpenCourseWare: 
A New Model for Open Sharing（知識資源共有の新しいモデルとしてのMIT OpenCourseWare）」で
あった。講演者はMIT(Massachusetts Institute of Technology)の OpenCourseWare（以下 OCWと
略す）の最高責任者である Anne H. Margulies氏であった。高等教育とインターネットとの関わりで
大きなインパクトを与えているMITの OCWについて、「1. Vision/ 2. Implementation/ 3. Impact/ 4. 








「遠隔授業への第一歩ではない」という点や、MIT は OCW に関して「MIT の全てのマテリアルを



























ースも出て来ている」とのコメントもあった。また、現在、OCW は MIT 以外へも広がりを見せてお
り 、 特 に ス ペ イ ン 語 圏 を 中 心 と し た universia.net(http://www.universia.net , 
http://mit.ocw.universia.net/)などとも連携しているとのことであった。 
 最後の Q&Aの時間には「MITのミッションは利益を生み出すこと(make money）ではない」、「OCW
へのコースの提供は学科の任意」、「コースを作ることは、最初は重荷だが、結果的には学科の利益に
なる」という回答・コメントがあった。 









について聞き取り調査のため訪問 （西山 公費出張） 
 
